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（１）短大生調査の概要

2009年9月12日(土)
早稲田大学 II-9部会 学生生活
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1. JJCSS短大生調査の成り立ち

(1) CIRPとJCIRP
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JJCSS：JCIRP短大生調査

• JCIRP (Japanese Cooperative 
Institutional Research Program) とは

– 起源はアメリカのCIRP

• CIRPは現在UCLAの高等教育研究所が主宰

– 日本の学生の生活実態，態度，価値観を調査

– 汎大学で実施中

– OECD「高等教育調査レポート：日本」
(2009)でもJCIRPに言及
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AstinのI-E-Oモデル

Environments（環境）
履修科目, クラス，教師，

専門分野，GPA,
学生生活等

Outputs（成果）
学位取得

キャリア取得
大学院進学等

Inputs（既得情報）
学位取得の熱意
高校時代GPA

ジェンダー，家庭背景等

Astin, Assessment for Excellence, 1993, 山田訳
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ＣＩＲＰの構造と現状

CIRP

TFS
(The) Freshman Survey

新入生
（入学後１ヶ月）

対象

YFCY
Your First College Year

1年次終了時

CSS
College Senior Survey

nee
College Students Survey

卒業直前
「出口調査」

Faculty 
Survey
教員調査

（３年に一度）

208,157 @ 378

2000~

376,241 @ 536

1966~

482,703 @  502 1993~

331,432 @ 1,127

1989~
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JCIRPの構造
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日米の学生生活・調査

調査
対象

四年制 短期

U.S.

CIRP
Cooperative Institutional Research 

Program

●

NSSE
National Survey of Student 
Engagement

●

CCSSE
Community College Survey of 

Student Engagement

●

日本

JCIRP
Japanese Cooperative Institutional 

Research Program
● ●
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1. JJCSS短大生調査の成り立ち

(2) 学習成果の間接指標としての学生調査
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AstinのI-E-Oモデル

Environments（環境）
履修科目, クラス，教師，

専門分野，GPA,
学生生活等

Outputs（成果）
学位取得

キャリア取得
大学院進学等

Inputs（既得情報）
学位取得の熱意
高校時代GPA

ジェンダー，家庭背景等

Astin, Assessment for Excellence, 1993, 山田訳
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学習成果の指標としても

• アメリカにおける「アクレディテーショ
ン」と「学習成果」に関する議論

– ブッシュ政権下で「比較可能な学習成果の提
示をアクレディテーション基準に盛り込むこ
と」が議論される

– 直接的指標：学力テスト（CLA, MAPP等）

– 間接的指標：学生調査
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NEASCによる間接的指標の例

• 同窓生・雇用者調査

• 機関別・全国規模の学生調査

• 卒業直前面談

• 学生のインターンシップや留学などへの参加率

• 卒業生追跡調査

• 大学院進学率

• 大学院入学試験合格率

• 専門分野での学生の競争力

• リテンション，編入，就職率
NEASC, Self Study Guide, 2008
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2. JJCSS2008の実施
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JJCSS2008調査の実施

• 短大基準協会研究部＋JCIRP研究チーム

• 短大生の生活，態度，価値観に関する質
問紙調査

• 選択式，34問，214アイテム

• 拡大版の調査の実施をにらんだパイロッ
ト調査

• ９短大の学生を対象

• 2008年11月～12月に実施
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調査概要

• 9短大

– 7校：二年制短大

– 2校：二年制・三年制併設の短大

• 調査票配布数：2,496件

• 回収数：1,991件（回収率79.8%）

– 女子：98%（全国平均89.1%）

– １年生：37％

– ２年生：57%

– ３年生以上：6％

– 留学生：1％
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3. JJCSS2008に見る短大生のI-E-O

1-17

1部の分析の焦点

• AstinのI-E-Oモデルに沿って，入学前，
在学中，卒業後の状況それぞれに注目

• JJCSSで何がわかるのか：主に専攻分野
別で集計

• 短大の目的「深く専門の学芸を教授研究
し，職業または実際生活に必要な能力を
育成すること」：学業と職業に焦点
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専攻分野（回答者の選択による）
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度数 (%)

文学 60 3.0
心理学 38 1.9
経済学 61 3.1
社会科学 40 2.0
看護・保健衛生 207 10.4
家政学 518 26.0
教育学・教員養成 509 25.6
芸術 250 12.6
情報科学 57 2.9
その他 120 6.0
無回答 115 5.8

合計 1991 100.0

進学理由：選択肢（重要度4件法択一）
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進学理由としての重要性(%)

1-21

資格

取得

学習に

興味

自宅

通学可

学生生
活 エ ン
ジョイ

推薦

入試

奨学金

支給

まったく重要で
ない

13.2 6.6 19.0 9.2 24.0 53.8

あまり重要で
ない

12.9 12.9 12.4 14.4 15.1 22.9

ある程度重要 24.7 37.2 30.2 39.8 29.1 13.0

とても重要 46.6 41.3 35.8 33.6 29.9 7.3

無回答 2.6 2.0 2.6 3.0 1.9 2.9

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

進学の理由：資格取得(%)
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まったく
重要で
ない

あまり
重要で
ない

ある程度
重要

とても
重要

（n）

文学 25.4 25.4 28.8 20.3 59
心理学 16.2 16.2 29.7 37.8 37
経済学 20.3 25.4 33.9 20.3 59
社会科学 7.7 2.6 17.9 71.8 39
看護・保健衛生 4.0 5.0 20.6 70.4 199
家政 14.6 15.6 33.2 36.5 512
教育学・教員養成 2.0 3.2 16.1 78.7 497
芸術 42.9 25.0 24.2 7.9 240
情報科学 14.5 16.4 45.5 23.6 55
その他 12.0 17.1 28.2 42.7 117
合計 14.0 12.8 25.5 47.7 1,814



進学の理由：学習に興味(%)
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まったく
重要で
ない

あまり
重要で
ない

ある程度
重要

とても
重要 （n）

文学 11.7 18.3 30.0 40.0 60
心理学 7.9 10.5 50.0 31.6 38
経済学 11.9 13.6 47.5 27.1 59
社会科学 5.3 15.8 44.7 34.2 38
看護・保健衛生 9.9 20.2 38.9 31.0 203
家政 5.7 10.7 37.9 45.8 507
教育学・教員養成 4.6 11.0 38.1 46.4 483
芸術 4.9 14.0 32.5 48.6 247
情報科学 8.9 17.9 44.6 28.6 56
その他 12.7 15.3 39.0 33.1 118
合計 6.8 13.2 38.1 41.9 1,805

進学の理由：学生生活enjoy(%)
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まったく
重要で
ない

あまり
重要で
ない

ある程度
重要

とても
重要 （n）

文学 8.3 13.3 45.0 33.3 60
心理学 7.9 2.6 65.8 23.7 38
経済学 14.0 17.5 35.1 33.3 57
社会科学 2.6 7.9 52.6 36.8 38
看護・保健衛生 8.9 17.8 41.6 31.7 202
家政 9.8 14.9 39.9 35.4 511
教育学・教員養成 6.8 14.7 42.2 36.3 498
芸術 12.0 16.2 35.9 35.9 234
情報科学 14.3 12.5 37.5 35.7 56
その他 12.0 17.9 38.5 31.6 117
合計 9.3 15.1 40.9 34.7 1,811



進学の理由：奨学金(%)（受給者のみ）
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まったく
重要でな

い

あまり
重要でな

い

ある程度
重要

とても
重要 （n）

学生支援機構
奨学金

23.9 23.5 28.2 23.1 466

地方自治体
奨学金

52.0 24.0 16.0 8.0 25

民間団体
奨学金

41.7 25.0 25.0 0.0 11

短大奨学金
授業料免除

13.9 24.6 32.8 27.0 120

その他 34.7 36.7 10.2 12.2 46

合計 24.3 24.7 27.2 22.0 668

１週あたり学習時間(%)
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0時
間

1時
間

未満

1-2
時間

3-5
時間

6-10
時間

11-
15

時間

16-
20

時間

20
時
間-

（n）

文学 3.3 33.3 25.0 21.7 8.3 1.7 3.3 3.3 60
心理学 5.3 23.7 21.1 39.5 2.6 5.3 0.0 2.6 38
経済学 27.1 42.4 13.6 11.9 1.7 3.4 0.0 0.0 59
社会科学 7.5 37.5 12.5 20.0 15.0 5.0 0.0 2.5 40
看護・保健衛生 3.9 18.0 25.4 24.9 11.7 5.9 2.9 7.3 205
家政 10.1 28.3 28.7 17.7 9.0 1.9 1.0 3.3 513
教育学・教員養成 9.9 29.2 25.6 20.2 6.9 3.6 2.0 2.6 504
芸術 12.3 18.9 16.0 16.5 11.1 4.9 5.3 14.8 243
情報科学 14.3 16.1 30.4 25.0 7.1 3.6 1.8 1.8 56
その他 12.1 31.0 25.0 22.4 5.2 3.4 0.0 0.9 116
合計 10.1 26.8 24.6 20.2 8.7 3.9 2.4 5.2 1,834



志望職業・キャリア（選択肢：択一）
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志望職業未定率と未定率の不変率
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学年 人数
志望職業未定 不変率

(%)度数 (%)

文学
1 23 8 34.8 

55.9 2 36 7 19.4 

心理学
1 23 8 34.8 

41.1 2 14 2 14.3 

経済学
1 25 5 20.0 

27.8 2 36 2 5.6 

社会科学
1 3 0 0.0 

-2 36 1 2.8 

看護・保健衛生
1 84 4 4.8 

55.8 2 10 0 0.0 
3 113 3 2.7 

家政
1 270 35 13.0 

96.8 2 247 31 12.6 

教育学・教員養成
1 99 5 5.1 

34.0 2 408 7 1.7 

芸術
1 37 7 18.9 

82.7 2 211 33 15.6 

情報科学
1 39 15 38.5 

72.2 2 18 5 27.8 

その他
1 65 19 29.2 

34.9 2 49 5 10.2 

合計
初年次 692 92 14.8

55.5最終年次 1168 96 8.2



典型的な職業の志望傾向

• 「看護・保健衛生」：「医療技師や衛生士」志望

– 1年生に53人（63.1%）

– 3年生に89人（78.8%）

• 「家政」：「栄養士」志望（栄養学専攻とその他が未分化）

– 1年生で112人（41.5%）

– 2年生で79人（32.0%）

• 「教育学・教員養成」：「保育士」志望

– 1年生で51人（51.5%）

– 2年生で２６１人（64.0%）

• 「教育学・教員養成」：「幼稚園教諭」志望

– 1年生で27人（27.3%）

– 2年生で78人（19,1%）

＊同一コーホートの経年変化ではない。
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1部まとめ

• パイロット調査としてのJJCSS2008

– 調査項目リファインの要→すでに
JJCSS2009に反映

– 全体的な分析→日本の短大生のプロファイル

– 個別短大での分析→学生募集・学習環境の整
備・学生指導・進学／就職指導に利用

• 継続調査→同一コーホートの経年変化→
短大のインパクトの指標に

– 四年制CIRPでは最大3種類の調査

– 同一質問を2回3回？ ←JACAとの協力体制
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